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1.中高生が犯しやすいネットワーク上の犯罪
	
	法律
	概要
	法定刑

	A
	脅迫罪(刑法第222条)
	




	

	B
	名誉毀損罪(刑法230条)
	




	

	C
	侮辱罪(刑法231条)
	




	

	D
	威力業務妨害罪(刑法第234条)
	




	

	E
	電子計算機損壊等業務妨害罪(刑法第234条)
	




	

	F
	個人情報の保護に関する法律(個人情報保護法)
	




	

	G
	不正アクセス行為の禁止などに関する法律(不正アクセス禁止法)
	




	


2. 中高生が実際に犯したネット犯罪
	 
	ネット犯罪事例
	犯罪者
	対応法律

	1
	神戸市営地下鉄の線路でピースサインをTwitterに画像投稿
	高校生
	鉄道営業法違反 

	2
	「博多駅でサリンをまきます」とTwitterに投稿 
	高校生
	D:威力業務妨害罪

	3
	YouTubeにアニメをデジカメで撮影しアップロード
	中学生
	 

	4
	「駅で通り魔します」と書き込み
	高校生
	 

	5
	プロバイダーのシステム管理者権限を不正アクセスして、ホームページを改変
	高校生
	 

	6
	学校裏サイトに同級生の誹謗中傷を書き込み
	中学生
	 

	7
	「市内の私立高校とその周りの小中学校にテロをします」などと書き込み
	高校生
	 

	8
	警察による全国規模の共有ソフト利用の一斉検挙で、摘発
	高校生
	

	9
	コンビニのアイスケースに頭を突っ込む画像をTwitterに投稿
	高校生
	

	10
	学校裏サイトに校長を実名で殺すと書き込み
	高校生
	

	11
	同級生のIDとパスワードを使い、オンラインゲームに不正アクセス
	中学生
	

	12
	有名芸能人になりすまして、書き込みをしていた
	高校生
	

	13
	掲示板に友達の名前・住所などを再三書き込みしていた
	高校生
	

	14
	「なりすましメール」で元同級生を「暴行する」と送った
	高校生
	

	15
	「2011年3月11日は、東北や関東の人らが苦しいつらい思いしたんだから今度は違う地域の人が地震の恐ろしさを味わう番だよね。とくに私が嫌いな関西地区で震度６強をくらわせてやりたい。大阪市民はノンキな市民ばかりだから絶望と恐怖を体感すればいいよね。」とTwitterに書き込み
	高校生
	



